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檜山北部３町合併協議会だより

第３号（2004 年６月）

◎
合
併
協
議
会
委
員
の
変
更

　
瀬
棚
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

改
選
に
よ
り
、
笠
原
誠
作
委
員
に
か
わ
り

桜
井
明
雄
氏
が
新
し
く
選
任
さ
れ
、
会
長

か
ら
協
議
会
委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

質
問
│

　第３回檜山北部３町合併協議会が、平成16年５月14日（金）に

大成町町民センターで開かれ、「事務所の位置」「財産及び公の施設

の取扱い」「議会の議員の定数及び任期の取扱い」「新町建設計画」に

ついての協議を行ないました。

　回を重ねるごとに、活発な意見が出され、熱心な議論が行なわれ

ました。

第３回合併協議会開催

報
告
事
項

報
告
事
項

議
案
事
項

議
案
事
項

◎
事
務
所
の
位
置
︵
承
認
︶

　
住
民
の
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
た
結

果
、
北
檜
山
町
役
場
の
現
庁
舎
を
本
庁
舎

と
し
、
大
成
町
・
瀬
棚
町
に
支
所
を
置
く

旨
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
任
意
協
で
調
整
さ
れ
た
北
檜
山
町

が
順
当
な
決
定
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

回
答
│

◎
新
町
名
候
補
選
定
小
委
員
会
運
営
要
綱

　
小
委
員
会
の
運
営
要
綱
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
協
議
会
委
員

の
う
ち
か
ら
各
町
の
長
、
議
会
の
議
長
ま

た
は
議
会
の
議
員
各
町
一
名
、
町
民
代
表

各
町
一
名
、
檜
山
支
庁
地
域
政
策
部
長
一

名
の
合
計
十
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

︵
構
成
委
員
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︶

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
小
委
員
会
で
の
協
議
事
項
に
つ
い

て
は
、
そ
の
経
過
、
結
果
を
協
議
会
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
単
な

る
報
告
で
と
ど
め
る
の
で
す
か
。

　
　
　
小
委
員
会
は
調
整
な
り
検
討
す
る

組
織
で
、
決
定
す
る
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

協
議
会
の
全
体
協
議
で
決
定
い
た
し
ま
す
。

協
議
事
項

協
議
事
項

意
見
│

　
　
　
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
そ
う
落
ち

つ
か
ざ
る
を
得
な
い
の
か
な
と
思
う
の
で

す
が
、
た
だ
利
便
性
と
い
う
言
葉
で
片
づ

け
ら
れ
て
し
ま
う
と
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。

な
ぜ
、
北
檜
山
が
い
い
の
か
を
明
確
に
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
確
か
に
ど
こ
の
町
も
本
庁
を
欲
し

い
と
い
う
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
だ
れ
も
同
じ
思
い
な
の
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
反
論
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

北
檜
山
町
が
三
町
の
一
番
中
心
で
、
ど
こ

か
ら
来
て
も
、
や
は
り
利
便
性
か
ら
い
く

と
、
北
檜
山
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

質
問
│

回
答
│

２
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檜山北部３町合併協議会だより

第３号（2004 年６月）

協定項目

４

　新設合併は新たな法人格が発生することとなるため、条例で事務所の位置を定めることになります。

　基本的な庁舎機能の方式としては、「本庁舎方式」、「分庁舎方式」、「総合支所方式」の３通りがありま

すが、協議の結果、原則として総合支所方式とすることが承認されました。

事務所
の位置

調整内容

北檜山町役場の現庁舎を本庁舎とし、大成町役場及び瀬棚町役

場の現庁舎は、現行組織から管理機能を除く幅広い住民サービ

スを提供する総合支所的な組織とする。

※

支所・出張所

支　所─市町村内の特定区域を限定し、主として市町村内

の事務の全般にわたってつかさどる事務所を意味

します。

出張所─住民の便宜のために、市役所または町村役場まで

出向かなくてもすむ程度の事務を処理するために

設置する、いわゆる市役所または町村役場の窓口

の延長です。

　
　
　
で
き
れ
ば
事
務
的
作
業
を
進
め
ら

れ
た
方
か
ら
の
答
弁
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
建
て
て
間
も
な
く
、
相
当
大
き
な

規
模
で
建
築
さ
れ
て
い
る
北
檜
山
の
庁
舎

が
十
分
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
利
便
性
と
財
政
面
の
上
か
ら
も
北
檜

山
町
の
庁
舎
が
本
庁
舎
と
し
て
最
適
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
各
委
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
原
案
の
北
檜
山
町

役
場
を
新
町
に
お
け
る
事
務
所
の
位
置
と

す
る
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
異
議
な
し
﹂
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
│

回
答
│

会
長
│

【本庁舎方式】 【分庁舎方式】 【総合支所方式】

　現在ある３町庁舎の組織・機

構を１箇所に集中する方法。他

の庁舎は窓口的な機能を持た
※

せた支所、出張所とする。

　現在ある３町の庁舎を「分庁」と

して、行政機能を各分野ごとに振

り分ける方法。

　管理部門や事務局部門を除き、現在の３町

の庁舎へそのまま行政機能を残す方法。

　住民への応急的なサービスが

遅滞する恐れがある。本庁舎所

在地以外の住民に対しては、多

少なりとも不便であるという印

象をもたれる。

　各業務部門で窓口が分散するた

め、住民が戸惑う恐れがあり、周知

が必要である。

　庁舎所在地以外の住民に対して

は、不便を強いることになる。

　現状に最も近い状態を維持できるため、円

滑に移行できる。

　住民サービスが今までどおり違和感なく提

供できる。

　人件費削減、事務の効率化

が図れる。

　本庁への職員連絡等が不便にな

るなど、管理上の非効率は生じ

る。

　本庁舎方式と比較すると事務の効率化が図り

にくい面があるが、総合的な住民サービスが可

能となる。人件費等の削減が余り期待できず、

合併による事務効率化が余り生かされない。

　新町の一体感が醸成されにくくなる。

概
　
要

住
民
サ
ー
ビ
ス

事
務
効
率
化

３
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第３号（2004 年６月）

◎
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て
︵
承
認
︶

　
合
併
時
に
は
基
金
な
ど
プ
ラ
ス
の
財
産

だ
け
で
な
く
、
起
債
、
債
務
な
ど
マ
イ
ナ

ス
の
財
産
も
新
町
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

る
た
め
、
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
は
新
町
の
財

政
状
況
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
慎
重
に
取

り
扱
う
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　
提
案
さ
れ
た
調
整
内
容
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

多
種
多
様
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

小
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
検
討
を

し
て
い
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　市町村の合併に伴う財産処分については、地方自治法第７条第４項に

「関係市町村が協議して定める」とされています。

【基金の調整方法】

○統　　合─
　同一内容…制度上同じであるので、現行のまま新町に引き継ぐ。

　　　　　　　一 本 化…新町の事務事業と一体化し、新町に引き継ぐ。

○再　　編─現行には基づかず、新たな制度に再編する。

○廃　　止─「統合」「再編」も行なわず、既存制度を廃止する。

○調整猶予─現行どおりまたは地域限定として、新町において整理する。

○そ の 他─上記以外のいずれにも該当しない調整。

財産及び公の施設の取扱い

調整内容

３町の所有する財産、債務及び公の施設は、すべて新町に引き継

ぐものとする。基金については、その趣旨・目的に応じて統合し、

新町においてその取扱いを調整する。

協定項目

５

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
原
案
ど
お
り
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

対
等
合
併
の
場
合
、
す
べ
て
の
債
務
財
産

は
共
通
の
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

意
見
│

　議会の身分に関する取扱いについては、次の選択肢のうち、いずれか１つ

を選択することになります。

【１】合併特例法による特例を適用しない

　合併関係市町村の協議により、地方自治法第91条に定める人数「22人（合

併後の新町村議員の上限定数）」を超えない範囲内において定めた定数による。

【２】合併特例法第６条による定数に関する特例を適用する

　合併関係市町村の協議により、地方自治法第91条に定める人数「22人」の

２倍を超えない範囲内で定数を定めることができる。（設置選挙に限り有効）

【３】合併特例法第７条による在任に関する特例を適用する

　合併関係市町村の協議により、合併後２年を超えない範囲に限り、引き続き

合併市町村の議会の議員として在任することができる。

議会の議員の定数及び

任期の取扱い

調整内容

多種多様の問題があることから、小委員会を設置し、その中で

検討する。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
相
当

議
論
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
小

委
員
会
の
設
置
を
望
み
ま
す
。

意
見
│

協定項目

６

４
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第３号（2004 年６月）

新町名候補選定小委員会

第１回

日時　　平成 16 年５月 18 日（火）

　　　　午後３時

場所　　北檜山町役場　第１委員会室

主な議題

・委員長及び副委員長の互選

　会議録署名委員の指名

・新町名の候補の選定方法

・新町名募集要領

・新町名候補選定基準

・新町名候補選定スケジュール

・新町の名称募集チラシ

　当協議会では新たな町を設置する「新設合併」とすることとしています。

新設合併とは、合併前の市町村を廃止して、新たな市町村を置くことです。

　合併前の大成町、瀬棚町、北檜山町の３町の法人格が消滅し、新たな町

として１つの法人格が発生するため、３町の名称は廃止されることになり、

新町の名称を新たに定める必要があります。

　「新町名候補選定小委員会」では選定基準を定め、その基準に基づき応募

作品の中から新町の名称としてふさわしい候補名を５〜10点程度選定し、

これを協議会に報告して、協議会での協議により新町名を決定します。

◎
新
町
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
概
要
と
し
て
は
、
三
町
の
住
民
に
対
し

て
新
町
の
将
来
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
住
民
が
合
併
の
適
否

を
判
断
す
る
と
い
う
新
町
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で

あ
り
、
新
町
の
将
来
進
む
べ
き
方
向
を
示

す
も
の
で
す
。
任
意
協
議
会
で
作
成
し
た

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
基
本
と
し
、
合
併

特
例
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
四
項
目
を
加

え
、
ま
た
北
海
道
が
示
し
て
い
る
建
設
計

画
策
定
に
関
す
る
資
料
を
参
考
に
し
て
策

定
し
て
い
く
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　合併しようとする市町村は、合併特例法により

合併協議会において新町建設計画を作成すること

とされています。その具体的な内容は合併協議会

において自主的な判断により決定されるものです

が、合併特例法では新町建設計画に盛り込むべき

事項として、次の４つの事項が示されています。

【１】新町建設計画の基本方針

【２】新町の建設の根幹となるべき事業に関する

　　　事項

【３】公共的施設の統合整備に関する事項

【４】新町の財政計画

新町建設計画

調整内容

小委員会を設置し、素案について検討

する。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
各
分
野
に
わ
た
っ
て
の
い
ろ
い
ろ

な
資
料
づ
く
り
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り

で
す
の
で
、
専
門
の
業
者
に
委
託
し
て
と

い
う
話
が
出
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
住
民
の

た
め
の
合
併
だ
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て

委
託
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
十
分
認
識
し
て
作
成
い
た
し
ま
す
。

新
町
建
設
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
新
町
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会

を
設
置
し
、
当
分
の
間
、
小
委
員
会
に
付

託
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
│

会
長
│

委　員　長

　　　大成町　　花田千賀志（町長）

副委員長

　　　瀬棚町　　柳田　　眞（議会議長）

委　　員

　　　大成町　　佐々木陸郎（議会議員）

　　　　　　　　成田　直彦（町民代表）

　　　瀬棚町　　平田　泰雄（町長）

　　　　　　　　新保　静夫（町民代表）

　　　北檜山町　内田　東一（町長）

　　　　　　　　真柄　克紀（議会議員）

　　　　　　　　石川　文枝（町民代表）

　　　檜山支庁　小田　千秋（地域政策部長）

協定項目
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第３号（2004 年６月）

　第４回檜山北部３町合併協議会が、平成16年５月28日（金）

に北檜山町健康センターで開かれました。

　「農業委員会委員の定数及び任期の取扱い」「地方税の取扱

い」「一般職員の身分の取扱い」「条例、規則等の取扱い」「慣

行の取扱い」について、それぞれ協議を行ないました。

　農業委員会委員については、法改正を見定めながら調整する

こととして、継続審議をすることとなりました。

報
告
事
項

報
告
事
項

議
案
事
項

議
案
事
項

協
議
事
項

協
議
事
項

◎
新
町
名
候
補
選
定
小
委
員
会
経
過
報
告

　
第
一
回
新
町
名
候
補
選
定
小
委
員
会

︵
五
月
十
八
日
開
催
︶
に
お
い
て
、
新
町
名

は
、
現
町
名
を
含
め
た
公
募
で
選
定
す
る

方
法
に
決
定
し
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
応
募
資
格
が
年
齢
を
問
わ
ず
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
町
名
の
理
由
を
述

べ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば

小
学
校
以
上
と
か
の
あ
る
程
度
の
年
齢
制

限
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
常
識
的
に
い
っ
て
幼
児
の
段
階
か

ら
応
募
が
来
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

合
併
の
問
題
は
親
子
で
家
庭
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
と
考
え
ら
れ
、

年
齢
制
限
す
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
新
町
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
運
営

要
綱

　
小
委
員
会
の
運
営
要
綱
案
が
提
出
さ

れ
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
│

回
答
│

　
こ
の
委
員
会
は
、
大
成
町
、
瀬
棚
町
及

び
北
檜
山
町
が
合
併
し
た
場
合
に
お
け
る

新
町
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
︵
新
町
建
設

計
画
︶
の
作
成
に
つ
い
て
、
協
議
ま
た
は

調
整
す
る
も
の
で
す
。

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い

　
調
整
内
容
案
が
示
さ
れ
、
現
在
国
会
に

提
案
さ
れ
て
い
る
法
改
正
を
十
分
見
定
め

な
が
ら
調
整
し
て
い
く
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
継
続
審
議
を
し
て
い
く
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
議
会
議
員
の
定
数
・
任
期
の
問
題

と
あ
わ
せ
て
、
小
委
員
会
へ
付
託
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
現
在
、
国
の
方
で
は
合
併
と
の
関

係
で
農
業
委
員
会
の
設
置
基
準
を
区
域
や

農
地
面
積
等
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

任
期
の
問
題
も
絡
ん
で
く
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
継
続

審
議
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
状
況
を
見
な

が
ら
進
め
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
│

意
見
│

６
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　新設合併の場合は、３町の法人格が消滅す

るため、原則として農業委員会の委員はすべ

て身分を失うことになります。このため協議

を行ない、

①農業委員会等に関する法律などの規定に基

　づき、選挙を行う

②合併特例法の規定による在任特例を適用さ

　せる

③農業委員会等に関する法律の規定による農

　業委員会を２つ以上とする規定を適用させ

　る

の中から選択することになります。

農業委員会委員の定

数及び任期の取扱い

調整内容

農業委員会等に関する法律の一部改正があるこ

とから、継続審議とする。

◎
地
方
税
の
取
扱
い
︵
承
認
︶

　
合
併
特
例
法
で
は
合
併
に
よ
り
均
一
の

課
税
を
す
る
こ
と
が
著
し
く
均
衡
を
欠
く

場
合
は
、
合
併
年
度
と
そ
の
後
五
年
間
に

限
っ
て
不
均
一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
三
町
で
差
異
の
あ
る
税
制
に
つ
い
て

は
、
提
出
さ
れ
た
調
整
案
が
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地方税の取扱い

調整内容

３町で差異のある税制については、次のとおり取

り扱うものとする。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
税
制
に
つ
い
て
は
各
町
違
う
面
が

あ
る
の
で
、
ま
と
め
る
た
め
に
は
期
間
も

必
要
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
各
方
面
で

こ
れ
だ
け
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
の
内
容
に

沿
っ
て
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

協定項目

８

意
見
│

地方税の規定により町が課することのできる税目

普通税

目的税

地方税

町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税、

鉱産税、特別土地保有税

入湯税、国民健康保険税

協定項目

７

① 個人町民税については、次のとおり取り扱う。

　　ア 個人町民税均等割は、標準税率を適用する。

　　イ 納期は、瀬棚町の例による。

② 固定資産税の納期については、大成町の例による。

③ 特別土地保有税免税点については、北檜山町の例によ

　 る。

④ 入湯税については、次のとおり取り扱う。

　　ア 税率は、宿泊客に標準税率を適用する。入浴客は

　　　 市町村の合併の特例に関する法律第 10 条の規定

　　　 により、合併後３年間は不均一課税とする。

　　イ 課税免除は、類似団体を参考に合併時に調整する。

⑤ 納税奨励金は廃止する。

農業委員会とは

　農業委員会は、地方自治法により、市町村に

設置が義務づけられた行政機関で、農業者に

よって選ばれた農業委員を中心に構成される

合議体の行政委員会です。

　地域農業振興に関するさまざまなことを行

ない、農地の権利移動の許可、地域農業の振興

計画策定などが主な業務です。

７
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一般職員の身分の取扱い

条例、規則などの取扱い
◎
条
例
、
規
則
な
ど
の
取
扱
い
︵
承
認
︶

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
例
規
の

た
め
、
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
慎
重
に
議
論
を
す
る
こ
と
と
し
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協定項目

12

◎
一
般
職
員
の
身
分
の
取
扱
い
︵
承
認
︶

　
一
般
職
員
は
勤
務
先
の
法
人
格
の
消
滅

に
伴
い
、
失
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
合
併
特
例
法
第
九
条
第
一
項
、
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
引
き
続
き
新
町
の
職

員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
し
、
そ
の
任
用

制
度
、
給
与
な
ど
に
つ
い
て
基
本
的
な
取

扱
い
方
針
を
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
給
与
の
問
題
は
合
併
後
速
や
か
に

格
差
是
正
を
す
る
と
い
う
調
整
内
容
で
す

が
、
合
併
後
と
い
う
よ
り
、
合
併
ま
で
に

調
整
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
合
併
の
時
期
も
迫
っ
て
お
り
、
時

間
的
に
も
難
し
い
状
況
で
す
が
、
給
与
の

格
差
の
問
題
は
非
常
に
微
妙
な
部
分
が
あ

り
ま
す
の
で
、
相
対
的
に
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
│

協定項目

９

回
答
│

調整内容

条例、規則等の取扱いについては、合併協議会において協議された各種事務事業等の

調整内容に基づき統一を図り、新町の事務事業に支障をきたさぬよう整備するものと

する。整備方法は「条例、規則等の整備方針」に基づき調整を行なうものとする。

調整内容

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
三
町
の
中
で
調
整
が
必
要
で
す
の

で
、
専
門
家
に
お
任
せ
し
て
、
そ
の
審
査

審
議
の
段
階
で
じ
っ
く
り
と
そ
の
内
容
を

見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

① ３町の一般職員は、すべて新町の職員として引

　 き継ぐものとする。

② 新町の職員数については、新町において定員適

　 正化計画を策定し、定員管理の適正化に努める

　 ものとする。

③ 職員の職名については、人事管理及び職員の処

　 遇の適正化から調整し、統一を図る。

④ 給与については、国給料表を基準とし、職員の

　 処遇及び給与の適正化の観点から合併時に調整

　 し、統一を図る。なお、現職員については現級

　 を保障し、合併後速やかに給料の格差是正を行

　 なうものとする。

意
見
│

三
町
に
お
い
て
施
行

し
て
い
る
条
例

・各町による関係例規の洗い出し

・例規一覧表の作成

・例規比較表の作成

・事務事業調整内容等に基づき、　

　 例規原案の作成

・法令との整合など総合的に点検

　 後、修正及び再調整

新
町
発
足
に
合
わ
せ
て
施
行

専
決
・
公
布
・
施
行

施
行
方
法
に
よ
る
区
分
・

整
理
・
例
規
番
号
付
け

最
　
終
　
調
　
整

最初の議会

最初の議会

または、
それ以降
の議会議会が定める条例

暫定施行する条例 新町発足後も引き続き旧町
条例を施行する条例

逐次制定する条例 新町長の政策判断に係る条例

専決処分する条例
新町制度として専決処分する
条例

提案

提案

提案

報告

８
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◎
慣
行
の
取
扱
い
︵
承
認
︶

　
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
任
意
協

議
会
で
協
議
を
行
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

本
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
調
整
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
新
町
の
町
章
を
決
め
る
時
期
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
新
町
名
が
決
ま
ら
な
い
と
議
論
で

き
な
い
内
容
が
大
分
あ
り
ま
す
。
ま
ず
新

町
の
名
前
を
き
ち
ん
と
決
め
て
か
ら
、
議

論
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
章
に
関
し
て
は
、
や
は
り
新
町

の
名
前
が
決
ま
っ
た
上
で
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
の
中
で
ど
ん
な
町
章
が
い
い
か
決
め
て

い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
合
併
時
に
町
章
ぐ
ら
い
は
決
ま
っ

て
い
た
方
が
よ
い
と
思
う
が
。
そ
の
他
の

慣
行
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
対
応
し
て
い

け
ば
い
い
の
で
は
。

　
　
　
町
章
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で

す
。
合
併
後
新
し
い
町
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
、
町
民
が
一
つ
に
な
っ
て
の
第
一
番

目
の
仕
事
と
し
て
決
め
て
い
っ
た
ら
い
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
新
町
誕
生
後
、
記
念
式
典
が
あ
り

ま
す
。
町
章
に
関
し
て
は
、
誕
生
と
同
時

慣行の取扱い

調整内容

協定項目

15

に
募
集
を
し
て
、
記
念
式
典
ま
で
に
決
め

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
新
町
に
な
っ
て
も
、
す
ぐ
に
そ
こ

に
新
し
い
町
が
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
歴
史
を
重
ね
て
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が

つ
く
ら
れ
て
い
く
、
そ
の
過
程
の
中
で
考

え
れ
ば
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
こ
の
調
整
内
容
で
い
い
と
思
い
ま

す
。

意
見
│

意
見
│

意
見
│

意
見
│

意
見
│

意
見
│

３　町　の　慣　行

町章

町民憲章

町の花・木

町民の歌

町の鳥

宣言

成人式

町の表彰式

キャッチフレーズ

大成町 瀬棚町 北檜山町慣　行

○　　　　　　　 ○　　　　　　　○

○　　　　　　　 ○　　　　　　　○

○　　　　　　　 ○　　　　　　　○

　　　　　　　　 　　　　　　　　○

　　　　　　　　 ○　　　　　　　○

○　　　　　　　 　　　　　　　　○

○　　　　　　　 ○　　　　　　　○

○　　　　　　　 ○　　　　　　　○

　　　　　　　　 　　　　　　　　○

　町章、町民憲章、町の花、町の木、町

の鳥等は各町で定められていますが、

新町になったとき３町の住民の方々で

小委員会などを設け、工夫しながら定

めることが考えられます。

　また、町の歌については、新町がス

タートして10周年記念、20周年記念の

とき、一体感を設けるということで必

要に応じて制作することが考えられま

す。

① 町章、町民憲章、町の花、町の木、町の鳥

　 の取扱いについては、新町において新たに

　 定める。

② 町の歌については、合併後必要に応じて制

　 作する。

　 旧町の歌については、そのまま旧町の歌と

　 して存続するものとする。

③ 宣言、慣行行事は、新町において新たに定

　 める。

④ 表彰制度については、合併後新たに定める。

　 ただし、現在の名誉町民については、旧町

　 の例により新町に引き継ぐ。

⑤ キャッチフレーズ等については、新町にお

　 いて新たに検討する。

９
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檜山北部３町を訪ねて檜山北部３町を訪ねて

【大成町・瀬棚町・北檜山町】【大成町・瀬棚町・北檜山町】

　協議会は公開していますので、傍聴することが

できます。詳しくは、合併協議会事務局までお問

い合わせください。

　皆様の傍聴をお待ちしています。

※日時は都合により変更となる場合がありますので、ご確認ください。

ご意見、ご質問をお寄せください。
合併協議会事務局では、皆様の合併に関するご意見やご質問をお待ちしております。

お 問 い 合 わ せ は

檜山北部３町合併協議会事務局
http://www.kaigiroku.net/hiyamahokubu3gappei/index.html

〒 049-4592　北海道瀬棚郡北檜山町字徳島 63 番地の１（北檜山町役場内）

TEL 01378-4-5111　FAX 01378-4-4657　E-mail gappei4@kitahiyama.hiyama.or.jp

募集します

　一緒に配布されています募集チラシの専用応

募ハガキ、もしくはファックス、Ｅメールで檜

山北部３町合併協議会事務局へ応募ください。

概  要

　瀬棚町は、檜山支庁管内の最北部に位置し、

北は島牧村、東及び南は北檜山町に接し、西は

日本海に面しています。

　地勢は、東北部に道南最高峰の狩場山とこれ

に連なる山岳地帯があり、地形は平坦部が少な

く、海岸に近づくにしたがって起伏する段丘と

なり、大半が草地となっています。また、海岸

線は変化に富んだ奇岩、絶壁が多く、狩場茂津

多道立自然公園に指定されています。

　基幹産業は水産業、農業を中心とした第１次

産業となっています。

　

       2

人口 2,757 人　世帯数 1,139　面積 125.62km（平成 16 年３月末現在のデータ）

第２回

瀬棚町
第２回

瀬棚町

︻
茂
津
多
岬
灯
台
︼　
一
九
三
七
年
に
建
て
ら
れ
、
完
成
当
時
は
標
高
が
日
本
一
高
い
灯
台

と
し
て
名
を
は
せ
た
。
そ
の
後
、
一
九
五
一
年
に
建
設
さ
れ
た
兵
庫
県
の
余
部
埼
灯
台
に

日
本
一
の
座
を
譲
る
こ
と
に
。
そ
れ
か
ら
五
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
に
屋
根

部
分
が
交
換
さ
れ
、
海
面
か
ら
建
物
先
端
部
ま
で
の
高
さ
が
二
九
〇
ｍ
と
な
り
、
再
び
日

本
一
の
高
さ
を
誇
る
灯
台
と
な
っ
た
。

沿  革

　明治 30 年に利別村（現在の今金町）が分村

し、明治35年には東瀬棚村（現在の北檜山町）

が分村して瀬棚村となり、大正10年の町制施

行により瀬棚町となりました。

第６回合併協議会（予定）
　日時：平成16年７月９日（金）午後１時30分〜
　場所：大成町　町民センター
第７回合併協議会（予定）
　日時：平成16年７月23日（金）午後１時30分〜
　場所：北檜山町　健康センター
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